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入学おめでとうございます 

家
族
で
楽
し
む
「
郷
土
か
る
た
」
 

◇
自
由
投
稿
コ
ー
ナ
ー
◇
 

 　
市
子
育
連
で
は
、
子
ど
も
会
行
事
の
一

つ
と
し
て
「
郷
土
か
る
た
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
秋
に
保
護
者
を
対
象
に
し
た

か
る
た
審
判
講
習
会
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
各

子
ど
も
会
で
は
、
公
民
館
な
ど
で
練
習
を

重
ね
大
会
に
備
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
支
部

の
大
会
を
皮
切
り
に
、
八
潮
市
大
会
、
近

隣
の
６
市
町
が
集
ま
る
埼
葛
南
支
部
大
会
、

そ
し
て
最
後
に
埼
玉
県
内
の
約
６０
の
市
町

が
参
加
す
る
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
　

　
八
潮
市
は
以
前
か
ら
埼
葛
南
大
会
は
も

と
よ
り
県
大
会
に
お
い
て
何
度
も
優
勝
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
県
内
で
も
か
る
た
が

強
い
こ
と
で
は
名
前
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

「
ま
が
玉
は
過
去
と
未
来
の
首
か
ざ
り
」

で
始
ま
る
彩
の
国
２１
世
紀
郷
土
か
る
た
は

埼
玉
県
に
関
係
の
あ
る
事
柄
を
テ
ー
マ
と

し
て
４６
枚
の
札
に
子
ど
も
た
ち
が
描
い
て

作
ら
れ
た
素
朴
な
郷
土
か
る
た
で
す
。
そ

れ
ま
で
の
「
さ
い
た
ま
郷
土
か
る
た
」
に

代
わ
り
３
年
前
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
八
潮
に
関
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
か
る
た
は
「
礼
に
始
ま
り
礼
で
終
わ

る
」
と
い
う
競
技
で
す
。
子
ど
も
達
は
自

然
と
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
を
覚
え
ま
す
。
郷

土
の
事
を
知
る
事
が
出
来
、
ま
た
札
を
取

る
時
に
養
わ
れ
る
集
中
力
は
何
事
に
も
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
手
軽
に

で
き
ま
す
の
で
是
非
一
度
ご
家
族
の
皆
さ

ん
で
何
枚
取
れ
る
か
競
争
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
、
き
っ
と
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
か
る
た
部
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
約
１５
人
、

か
る
た
講
習
会
や
八
潮
大
会
の
運
営
、
そ

の
他
市
子
育
連
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
活
動

を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

※
か
る
た
に
関
す
る
事
は
、
社
会
教
育
課

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

八
潮
チ
ー
ム
、
県
大
会
で
準
優
勝
！
 

　
３
月
２２
日
に
熊
谷
ド
ー
ム
に
お
い
て
「
第

２７
回
彩
の
国
２１
世
紀
郷
土
か
る
た
県
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
八
潮
市
代

表
の
各
選
手
は
皆
よ
く
頑
張
り
、
全
員
予

選
を
通
過
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み

ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
曽
根
中
子
ど
も
会

の
団
体
チ
ー
ム
が
６
年
ぶ
り
に
決
勝
を
戦

い
、
入
間
市
チ
ー
ム
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
が
準
優
勝
に
輝
い
た
事
は
快
挙
で
あ

り
、
以
前
の
よ
う
な
„
か
る
た
が
強
い
八

潮
“
の
復
活
を
予
感
し
ま
し
た
。
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親子で楽しく作りました！ 

　４月１４日、だいばら児童館「わんぱる」で幼児イベント「こ
いのぼりを作ろう！」が行われ、１２組の親子（計２６人）
が参加しました。 
　子どもたちがトイレットペーパーの芯や折り紙などこいの
ぼりの部品を先生から受け取り、それを保護者に届けて親子
で一緒にのりづけをしたり、こいのぼりの目や胴体の模様を
書いたりしました。親子でふれあいながら可愛いこいのぼり
が完成しました。 
 

災害時における電気設備等の 
復旧に関する協定締結 

　４月３日、埼玉県電気工事工業組合と「災害時における電
気設備等の復旧に関する協定」を締結しました。 
　調印式では、災害発生時の公共施設等の電気設備の復旧、
電気事故の防止および復旧活動中に二次災害を発見した場合
の関係機関への通報などの支援活動の実施方法について確認
しました。災害復旧作業の円滑な実施につながることが期待
されています。 
 

　４月２４日、保健センターで「メタボ予防の料理教室」が行
われ、参加者は春キャベツのホイコーローほか野菜たっぷり
な４品を作りました。また教室では「１日にとりたい食品」
を「みかんの花咲く丘」のメロディーにのせて楽しく合唱す
る場面もありました。 
　メタボ予防のポイントは主食・主菜・副菜のそろった食事
をすることと毎日３食食べることで、参加者からは「おいし
くて、しかもボリュームのある料理をしっかり食べられるの
でびっくりしました」と驚きの声が上がっていました。 

おいしく楽しくメタボ予防 

「日本一ゴミの少ないまち、やしおを目指して」啓発標語 めざそうよ　きれいな八潮　ゴミゼロへ 

　４月８日、市内の小学校、中学校で入学式が行われました。 
満開の桜に迎えられ、それぞれの新たな希望を胸に、新小学
一年生７７１人、新中学一年生７３３人が入学されました。 
　八幡小学校の入学式では、校長先生から「学校にはたくさ
んの友だちや先生がいます。みんなで楽しく過ごしましょう」
とお話がありました。また、担任の先生から新一年生一人ひ
とりが名前を呼ばれ、元気な声で返事をしていました。 
 


